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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第３四半期連結
累計期間

第46期
第３四半期連結
累計期間

第45期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高　　　　　　　　　　　　（千円）  3,271,495  3,151,573 4,215,151

経常利益　　　　　　　　　　　（千円） 55,068 12,982 31,293

四半期(当期)純利益　　　　　　（千円） 52,915 5,679 28,359

四半期包括利益又は包括利益　　（千円） 51,377 6,959 30,676

純資産額　　　　　　　　　　　（千円） 967,558 953,796 946,836

総資産額　　　　　　　　　　　（千円） 2,766,219 2,739,296 2,580,737

１株当たり四半期(当期)純利益金額（円） 7.50     0.81 4.02

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純

利益金額　　　　　　　　　　　　（円）
― ― ―

自己資本比率　　　　　　　　　　（％）     34.9     34.8 36.7

営業活動による

キャッシュ・フロー　　　　　　（千円）
121,997 △50,567 75,486

投資活動による

キャッシュ・フロー　　　　　　（千円）
△28,429 △29,743  △33,208

財務活動による

キャッシュ・フロー　　　　　　（千円）
68,553 △42,267 158,115

現金及び現金同等物の四半期末

(期末)残高　　　　　　　　　　（千円）
1,081,925 997,885 1,120,464

　

回次
第45期

第３四半期連結
会計期間

第46期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額　　　（円）     5.74 3.39　

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２. 売上高には、消費税等(消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。)は含まれておりません。 

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

４. 四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 　

  　 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）におけるわが国経済は、一部において東日

本大震災の復興需要を下支えとして緩やかな景気回復の兆しが見られたものの、欧州債務問題の長期化や中国をは

じめとする新興国の経済減速懸念等により、依然として景気の先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く食品業界におきましても、放射能等をめぐる不安感から食について安全・安心が引き続

き強く求められており、加えて雇用や所得環境などの先行き不透明感から、消費者の生活防衛意識の高まりによる

節約志向・低価格志向が続き、また業種・業態を越えた企業間競争がより激しさを増すなど、経営環境は厳しさを

増しております。

このような経営環境の下、当社グループは第２次中期経営計画『創健社「新たな顧客層の獲得と利益重視の経営

体質へ」（平成23年４月１日から平成26年３月31日まで）』の２年目となります当連結会計年度におきましては、

「安全・安心」で「おいしく」「栄養的・機能的価値のある」食品の提供と消費者ニーズにお応えしたサービス

の提供を推進してまいりました。

消費者のライフスタイルや価値観の変化による新たなニーズなど、消費者の動向に柔軟に対応するとともに、新

たな営業販売促進活動や新たな顧客層の獲得のため企画提案型の営業活動、特に当社のコミュニケーション・ワー

ドでありますＬＯＶＥ　ＦＯＯＤ　ＰＥＡＣＥを消費者に理解していただくための入り口として「かんたんナチュ

ラル」というキャッチフレーズを当連結会計年度より提案して、変化する市場や激しさを増す企業間競争への対応

に努めてまいりました。

しかしながら、当第３四半期連結累計期間における当社グループの商品品目別売上高につきましては、全品目と

も、前年同四半期比で減少となりました。「副食品」がＯＥＭ供給のイベント土産品向け無かん水ラーメン、水産缶

詰の売上増があって善戦したものの、前年同四半期比０．４％減の７億１４百万円、「栄養補助食品」がユーグレ

ナの売上増があって善戦したものの、前年同四半期比１．８％減の１億７８百万円と、「その他」が空気清浄機の

売上増があったものの、除湿機の売上減により前年同四半期比１７．６％減の７１百万円となりました。他の品目

は３％台～５％台前年同四半期比で減少しました。

この結果、全体の売上高は、３１億５１百万円（前年同四半期比３．７％減）となり、売上総利益率も２６.７％

と前年同四半期比０．５ポイント減となりました。販売費及び一般管理費は８億３０百万円（前年同四半期比４百

万円減、０.６％減）と前年同四半期並みでしたが、売上高の減少がひびき、営業損益につきましては、営業利益１１

百万円（前年同四半期比４４百万円減、７８．９％減）となり、経常損益につきましては、経常利益１２百万円（前

年同四半期比４２百万円減、７６．４％減）という結果にて終了しました。また、四半期純損益につきましては、四

半期純利益５百万円（前年同四半期比４７百万円減、８９．３％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて１億４１百万円の増加となりました。この主な要因は、「現金及び預

金」の１億２１百万円減少等があったものの、「受取手形及び売掛金」が売上高の季節変動により２億３６百万

円増加などによるものであります。 

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて１７百万円の増加となりました。この主な要因は、「保険積立金」の１

０百万円増加、「投資その他の資産その他」の４百万円増加及び「投資有価証券」の２百万円増加などによるも

のであります。 

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて１億５８百万円増加し、２７億３９百万円となりました。 
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（負債） 

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて１億９４百万円の増加となりました。この主な要因は、「支払手形及び

買掛金」の１億８３百万円増加及び「短期借入金」の２６百万円増加などによるものであります。固定負債は、

前連結会計年度末に比べて４３百万円の減少となりました。この主な要因は、「退職給付引当金」の８百万円の

増加、「役員退職慰労引当金」の５百万円増加及び「リース債務」の４百万円増加等があったものの、「長期借

入金」の６４百万円減少によるものであります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度に比べて１億５１百万円増加し、１７億８５百万円となりました。　

　

（純資産） 

　純資産は、前連結会計年度末に比べて６百万円の増加となりました。この主な要因は、四半期純利益５百万円な

どによるものであります。 

 　 

② キャッシュ・フローの状況 

　当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、営業活動の

結果５０百万円、投資活動の結果２９百万円及び財務活動の結果４２百万円を使用し、前連結会計年度末に比べ

て１億２２百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には９億９７百万円（前年同四半期比８４百万円減）と

なりました。

　 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローとして仕入債務の増加額１億８９百万円等に

より一部相殺されたものの、売上債権の増加額２億４０百万円等により、営業活動の結果使用した資金は５０百

万円(前年同四半期は１億２１百万円の獲得)となりました。 

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローとして保険積立金の積立による支出１０百万

円、有形固定資産の取得による支出８百万円及び無形固定資産の取得による支出７百万円等により、投資活動の

結果使用した資金は２９百万円(前年同四半期比１百万円増)となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローとして長期借入れによる収入８０百万円によ

り一部相殺されたものの、長期借入金の返済による支出１億１６百万円等により、財務活動の結果使用した資金

は４２百万円(前年同四半期は６８百万円の獲得)となりました。 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動 

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２１百万円であります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式  20,000,000

計  20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式
             

7,055,000
         7,055,000

 大阪証券取引所　　　　

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)　

単元株式数　　　　　　　　　

　　　　

1,000株

計          7,055,000         7,055,000 － －

　 

(2)【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。　

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

(4)【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年10月１日～

 平成24年12月31日
－ 7,055,000 －  920,465 －  411,979

　 

(6)【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

4,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

7,042,000

   

　   7,042
―

単元未満株式
 普通株式

9,000
―  １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数          7,055,000 ― ―

総株主の議決権 ―      7,042 ―

（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄には証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式397株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

 所有者の氏名
又は名称

 所有者の住所
 自己名義
所有株式数
(株)

 他人名義
所有株式数
(株)

 所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 ㈱創健社
 横浜市神奈川区片倉二丁目

 37番11号
4,000 　―      4,000       　0.06

 計 ―      4,000 　―
      

4,000
     0.06　

（注）　上表は、単元未満株式397株を除いております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
(１)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,321,871 1,200,696

受取手形及び売掛金 604,320 840,389

有価証券 32,273 32,289

商品及び製品 157,378 185,955

仕掛品 223 149

原材料及び貯蔵品 27,502 23,545

その他 24,974 27,265

貸倒引当金 △2,892 △3,456

流動資産合計 2,165,651 2,306,835

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 287,963 287,563

減価償却累計額 △217,452 △221,809

建物及び構築物（純額） 70,511 65,754

土地 79,033 79,033

リース資産 22,180 32,374

減価償却累計額 △1,855 △5,913

リース資産（純額） 20,324 26,461

その他 187,832 189,149

減価償却累計額 △172,957 △175,820

その他（純額） 14,875 13,328

有形固定資産合計 184,745 184,578

無形固定資産

その他 20,634 22,668

無形固定資産合計 20,634 22,668

投資その他の資産

投資有価証券 99,112 101,532

保険積立金 80,784 90,851

その他 74,468 78,961

貸倒引当金 △44,659 △46,130

投資その他の資産合計 209,705 225,215

固定資産合計 415,085 432,461

資産合計 2,580,737 2,739,296
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 520,798 704,584

短期借入金 492,058 518,258

リース債務 4,809 7,202

未払法人税等 9,052 7,985

賞与引当金 17,643 10,146

その他 100,824 91,741

流動負債合計 1,145,186 1,339,918

固定負債

長期借入金 210,852 146,437

リース債務 16,759 21,028

繰延税金負債 8,752 9,534

退職給付引当金 158,212 166,721

役員退職慰労引当金 72,900 78,000

その他 21,237 23,860

固定負債合計 488,714 445,582

負債合計 1,633,900 1,785,500

純資産の部

株主資本

資本金 920,465 920,465

資本剰余金 411,979 411,979

利益剰余金 △401,502 △395,823

自己株式 △899 △899

株主資本合計 930,042 935,721

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,843 17,269

その他の包括利益累計額合計 15,843 17,269

少数株主持分 951 805

純資産合計 946,836 953,796

負債純資産合計 2,580,737 2,739,296
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 3,271,495 3,151,573

売上原価 2,380,062 2,309,469

売上総利益 891,432 842,104

販売費及び一般管理費 ※
 834,892

※
 830,160

営業利益 56,540 11,943

営業外収益

受取利息 794 2,357

受取配当金 1,506 1,629

仕入割引 1,680 1,713

破損商品等賠償金 613 262

その他 1,035 1,044

営業外収益合計 5,630 7,008

営業外費用

支払利息 6,550 5,901

為替差損 551 67

その他 1 1

営業外費用合計 7,103 5,970

経常利益 55,068 12,982

特別利益

固定資産売却益 － 62

保険解約返戻金 2,516 －

特別利益合計 2,516 62

特別損失

固定資産除却損 970 3

投資有価証券評価損 257 －

保険解約損 34 207

特別損失合計 1,262 211

税金等調整前四半期純利益 56,323 12,833

法人税、住民税及び事業税 5,035 7,299

法人税等合計 5,035 7,299

少数株主損益調整前四半期純利益 51,288 5,533

少数株主損失（△） △1,626 △145

四半期純利益 52,915 5,679
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 51,288 5,533

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 88 1,426

その他の包括利益合計 88 1,426

四半期包括利益 51,377 6,959

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 53,004 7,105

少数株主に係る四半期包括利益 △1,626 △145
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(３)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 56,323 12,833

減価償却費 17,363 19,613

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,877 8,509

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,000 5,100

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,254 △7,497

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,471 2,034

受取利息及び受取配当金 △2,300 △3,987

仕入割引 △1,680 △1,713

支払利息 6,550 5,901

為替差損益（△は益） 509 △0

固定資産除却損 970 3

投資有価証券評価損益（△は益） 257 －

固定資産売却損益（△は益） － △62

保険解約損益（△は益） △2,482 207

売上債権の増減額（△は増加） △203,708 △240,623

たな卸資産の増減額（△は増加） △62,743 △24,546

仕入債務の増減額（△は減少） 319,644 189,165

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,252 3,375

その他 624 △10,618

小計 132,171 △42,305

利息及び配当金の受取額 2,005 3,970

利息の支払額 △5,987 △5,773

法人税等の支払額 △6,192 △6,459

営業活動によるキャッシュ・フロー 121,997 △50,567

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,050 △234,350

定期預金の払戻による収入 － 232,931

投資有価証券の取得による支出 △210 △212

有形固定資産の取得による支出 △11,182 △8,779

有形固定資産の売却による収入 4,831 50

無形固定資産の取得による支出 △6,968 △7,256

貸付けによる支出 △700 －

貸付金の回収による収入 819 937

保険積立金の積立による支出 △15,538 △10,487

保険積立金の解約による収入 55 242

その他 1,514 △2,819

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,429 △29,743

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 125,334 △1,670

長期借入れによる収入 40,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △95,990 △116,545

リース債務の返済による支出 △772 △4,052

自己株式の取得による支出 △17 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,553 △42,267

現金及び現金同等物に係る換算差額 △509 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 161,611 △122,578

現金及び現金同等物の期首残高 920,313 1,120,464

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,081,925

※
 997,885
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

　これによる損益に与える影響額は軽微であります。　 

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

荷造運送・保管費 210,053千円 202,056千円

給料手当及び賞与 242,514 233,673

研究開発費 14,282 21,690

退職給付費用 20,713 22,513

役員退職慰労引当金繰入額 5,000 5,100

賞与引当金繰入額 14,689 9,620

貸倒引当金繰入額 1,471 2,401

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 1,292,886千円 1,200,696千円

有価証券(ＭＭＦ等) 22,269 32,289

預入期間が３か月を超える定期預金 △233,231 △235,100

現金及び現金同等物 1,081,925 997,885

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

配当金の支払額

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

配当金の支払額

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　　当社グループは、健康自然食品の卸売業として単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　　

　当第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

　　当社グループは、健康自然食品の卸売業として単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額    7円50銭    0円81銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円）     52,915     5,679

普通株主に帰属しない金額（千円）    ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）     52,915     5,679

普通株式の期中平均株式数（株）     7,050,831     7,050,603

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成25年２月７日

株式会社創健社

取締役会　御中

 

監査法人　保森会計事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 津倉　　眞　　印

　

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 若林　正和　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社創健社の

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社創健社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上 

 ※１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。　 

   ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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